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研究成果の概要（和文）：　研究成果として、特に、学際的観点から、日本の障害差別禁止法と国際人権法（障害者権
利条約と欧州人権条約を含む）おける合理的配慮の概念を含む差別禁止概念に関して一定の知見が得られた。このこと
は、国際人権法学及び障害法学における理論的発展に寄与する成果であるとともに、障害学の理論的発展にも貢献する
ものだと言える。

研究成果の概要（英文）： The research results are that some new insights are gained regarding the concept 
of non-discrimination including reasonable accommodation in Japanese disability discrimination law and 
international human rights law,including the UN Convention on the Rights of Persons with Disabilities and 
the European Convention on Human Rights, from an interdisciplinary viewpoint. I developed not only the 
theory of international human rights law as well as disability law but also the theory of disability 
studies.

研究分野：国際人権法
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１．研究開始当初の背景 
 
 2006 年に国連総会で障害者権利条約が採
択された。この条約は、「合理的配慮の否定」
（denial of reasonable accommodation）を
障害差別と定義した。それは、従来の主要人
権条約には見られない新しい差別の概念で
ある。2012 年の段階で、日本は、障害者権
利条約の締結に向けて、障害法制度の整備を
進めている。この点について注目されるのは、
2012 年 9 月に内閣府の障害者政策委員会差
別禁止部会が、障害者差別禁止法に関する部
会意見をまとめたことである。この部会意見
に含まれた差別概念には合理的配慮の概念
も含まれている。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究は、日本、英国、国連の関係実定法
を素材に、障害差別禁止法に関する部会意見
（とこれに基づいて 2013 年に提出されるこ
とが予定されている障害差別禁止法案）の無
差別概念を明らかにすることを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究を効果的に進めるためのカギとな
るアイディアは、国際人権法の考察の中に
「障害学」の視点と知見を積極的に採り入れ
るという学際的アプローチを用いることで
ある。このような特徴をもつ本研究は、日本
の内外の差別禁止法理の解明に貢献しうる
と同時に、新しい学問領域「ディスアビリテ
ィ法学」（障害法学）の構築にも寄与しうる
ものである。 
 
このような意義をもつ本研究のアプロー
チは、国際人権法学と他の学問分野との学際
性に大きな特徴がある。たとえば、『障害学
のリハビリテーション──障害の社会モデ
ルその射程と限界』や『合理的配慮』といっ
た共著者には、社会学者、経済学者、ジェン
ダー研究者などがいる。 
 
また、本研究のアプローチは、法分野横断
的な側面もある。『障害法』の共著者には、
憲法学、民法学、社会保障法学、労働法学、
教育法学の研究者らが含まれている。 
 
 
４．研究成果 
 
 平成 25 年度は、たとえば次のような研究
を実施した。まず私は、共編著『障害学のリ
ハビリテーション──障害の社会モデルそ
の射程と限界』で、序章「障害学の「リハビ
リテーション」という企て」3-13 頁（星加良
司との共著）と、第 3章「権利条約時代の障

害学──社会モデルを活かし，越える」
90-117 頁を執筆し、従来の障害学のあり方を
批判的に分析検討し、障害学の新しいあり方
を示した。 
 
また、私は“Facial Disfigurement and 
Reasonable Accommodation”と題する発表
（西倉実季との共同発表）を行い、社会モデ
ルの概念を用いて、容貌障害の文脈において
合理的配慮の概念を検討した。 
 
 さらに、私は、「発声障害のある議員と発
言方法の規制―名古屋高等裁判所平成24年5
月 11 日判決」を執筆し、国際人権法の観点
から合理的配慮の概念を検討した。 
 
加えて、私は、「＜座談会＞障害者権利条
約の批准と国内法の新たな展開―障害者に
対する差別の解消を中心に（岩村正彦・菊池
馨実・川島聡・長谷川珠子）」『論究ジュリス
ト』8号 4-26 頁（2014 年 2月 10 日）で、障
害者権利条約における障害差別の概念等を
議論した。 
 
 以上のような研究成果は、障害学の視点
（社会モデル）と知見の検討を通じて、合理
的配慮の概念を検討することにより、国際人
権法やアメリカ法における障害差別禁止法
理の解明に資するものであったと言える。 
 
平成 26 年度は、たとえば次のような研究
を実施した。まず私は、共編著『障害法』で、
第 1章「障害法の基本概念」1-29 頁（菊池馨
実との共著）と，第 3章「国連と障害法」54-73
頁を執筆し、障害法の基本概念を論じるとと
もに、障害分野の国際人権法を概説した。 
 
また、「障害者権利条約 12 条の解釈に関す
る一考察」において、差別禁止概念の観点か
ら法的能力の概念を検討したほか、「代読裁
判と権利条約―差別概念からの再構成」にお
いて代読裁判を差別の観点から再検討した。 
 
さらに、「障害者権利条約と障害のモデル」
障害学会第 11 回大会において、佐藤久夫教
授の議論を踏まえて、障害者権利条約におけ
る障害のモデルを再検討した。 
 
 以上のような研究成果は、障害のモデルの
概念をさらに深く解明することにつながる
とともに、国際人権法における差別概念と合
理的配慮の概念のさらなる解明にも資する
ものであった、と考えられる。 
 
 平成 27 年度は、たとえば次のような研究
を実施した。まず、私は“Two Equality Models 
and the Japanese Disability 
Discrimination Act”と題する研究発表によ
り、日本の障害差別解消法とイギリス平等法
との比較を通じて、差別概念に対して一定の



知見を得ることができた。 
 
 また、私は「欧州人権条約と合理的配慮」
と題する論文を執筆して、合理的配慮に明示
的に言及していない欧州人権条約に関する
判例法理の中で、合理的配慮の概念が姿を現
してきている状況を明らかにすることがで
きた。 
 
 さらに、私は、共著『合理的配慮―対話を
開く、対話が拓く』（近刊）の中で、序章「合
理的配慮が開く問い」（星加良司との共著）、
第 1章「権利条約における合理的配慮」、第 2
章「差別解消法と雇用促進法における合理的
配慮」、第 5章「合理的配慮と経済合理性」（星
加良司との共著）を執筆し、障害者権利条約
と日本法における合理的配慮の概念を多角
的に明らかにすることができた。 
 
 以上のような研究成果は、国連・英国・日
本における障害差別（合理的配慮の不提供を
含む）の概念を解明することに資するもので
ある。そして計 3年間の研究成果により、本
研究の目的をある程度まで達成することが
できたのではないかと思われる。 
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